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１．はじめに�

 財政事情の悪化や社会的な要請などを背景に、建設生産システ

ムの効率化は建設マネジメント技術研究の大きな使命となってい

る。建設生産システムの評価を可能とするために、建設生産シス

テムを構成する事業のプロセス（以下、「事業プロセス」と呼ぶ。）

を計測、評価すること、また、それを実現する手段として計測・

評価システムを組み込むことが必要となる（文献 �、�）。よって、

土木研究所ではそれらを実現する手段としてＷＢＳ ������

	�
����
�� ��������
�やＰＭツールなどのＰＭ手法の応用について

着目し、工事事務所との協力を行いながら研究を進めている。本

報告では、この中で得られた直轄工事事務所のマネジメントプロ

セスについての考察について紹介する。�

２．対象業務�

 建設生産システムを評価するためには、事業に関わる様々な関

係者を対象にして調査から管理までの事業段階にわたりアクティ

ビティを計測することが重要である（図－２）。本報告では、工事

事務所が行う用地取得に関わる業務を対象としている。�

３．用地取得プロジェクト�

 工事事務所の用地取得に関する業務の流れは図－３の通りであ

る。これを用地物件毎の「用地取得プロジェクト」として捉える

と、プロジェクトや工事事務所における業務の特性は次のような

側面を有している。�

まず、プロジェクトプロセスは直列的に結合するネットワークとしてある程度表現できる。しかし、プロセスは

住民との対話などを経て行われるため、プロジェクトプロセスは非定型的、非画一的である。また、このような「用

地取得プロジェクト」を複数管理するのが通常であり、「用地取得プロジェクト群」の進捗管理と考えることが出来

る。また、会計法などによる予算制度（単年度予算等）に関わる制約が存在する。このような背景から、用地取得

プロジェクト群の進捗管理と、

予算執行の管理を行うことが工

事事務所において必要となるマ

ネジメント技術であると考える

ことが出来る。�

４．リスクマネジメント�

 また、用地取得プロジェクト

プロセスは住民との対話、合意

形成を経て行われることから、

一定の手順を踏むことにより確

図-1 事業プロセスの計測の進め方 
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図-2 建設事業のフェーズと関係者の概念 
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図-3 用地取得プロジェクトプロセス 
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実にプロジェクトを完了できるもので

はない。つまり、プロジェクトプロセ

スの完了に必要となる時間や予算の不

確実性が高いため、特に「用地取得プ

ロジェクト管理群」の管理において、

不確実性を考慮する必要が極めて高い。

また、予算制度上の制約から、予算管

理においてこの観点での管理が極めて

重要となっている。（図－４）。よって、

不確実性の管理をマネジメントプロセ

スとして明確化し、それを支援するＰ

Ｍツールの機能を検討している�

４．マネジメントプロセスとＰＭツー

ルの具備する機能�

 このような考えに基づき、「用地取

得プロジェクト群」のマネジメントプ

ロセスを、進捗管理（タイムマネジメ

ント）とリスクマネジメントの視点からマネジメントプロセスを整理したものが表－１である。現在でもこのよう

なマネジメントプロセスは工程会議などにおいて暗黙に実施されていると考えることもできるが、プロセスをより

明確化し、さらにそれを支援するＰＭツールを開発、活用することで、情報の形式化や定量化、共有化などにも寄

与し、ひいては適切な判断による「用地取得プロジェクト群」のマネジメントを実現するものと考えている。�

５．ＰＭツール�

 現在のところ、����������

����
��、���
�など、汎用性が

高く業務に浸透しているアプ

リケーションソフトウェアを

応用してＰＭツールの開発を

進めている。その概要は発表

会において紹介する。�

６．まとめ�

工事事務所におけるプロジ

ェクトマネジメントの中で

「用地取得プロジェクト群」

の管理に着目してマネジメン

トプロセスの明確化とＰＭツ

ールの機能について検討状況

を報告した。�

表―１ 用地取得におけるマネジメントプロセスとＰＭツール�

用地取得プロジェクト
群に関するマネジメン
トプロセスの視点�

マネジメント�

プロセス�
ＰＭツールの機能�

スケジュール作成�

（業務計画策定）�

業務テンプレートの提供�

�

予算設定� 執行計画策定支援�

業務の実施�

（プロジェクト計画の共有、進
捗状況の監視）�

プロジェクト情報の共有�

進捗状況のモニタリング�

進捗報告�

（工程会議）�
進捗報告レポートの出力�

進捗管理のマネジメン
トプロセス�

スケジュール変更� 計画変更シミュレーション�

リスクの特定�

（用地物件毎の状況、特性把
握）�

用地物件毎の進捗状況の整
理、可視化�

リスクの定量化�

（用地物件毎の見通しの予測、
予算執行の予測）�

��� を応用した進捗状況の
定量化、用地取得、予算執行
見通しの予測�

リスクマネジメントの
プロセス�

対応策の策定�

（代替アプローチの検討、工程
会議、予算要求、繰越）�

代替アプローチの情報提供�
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図－４ 用地取得プロジェクトに関わる進捗管理とリスクマネジメント
の概念�
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